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１．安全・治安対策 ２．高齢化問題 ３．医療・保健の整備 ４．商工業の振興 ５．教育・
文化水準の向上 ６．域内各市の行財政改革 ７．公園や街路の整備 ８．貧困・業問題 ９．都
市インフラ（上下水道、防災、道路）の整備 １０．市民の自治活動の振興 １１．男女共同参画・
子育て支援 １２．国際化（国際交流・外国人受け入れ）への対応 １３．その他 
 
問６（将来目標）：以下５つの選択肢のなかか、地域の「将来の目標として自分の考えに最も近いも
の」に順位をつけて３位まで選択                                     




 １．市政関係者  ２．町内会・自治会役員  ３．行政団体・公共組織関係者 





2014 年 10 月から調査票の配布を開始し 11 月末に回収を終えた。配布は、地域内
各市および関連団体の協力を得て行う方法と公示情報によって郵送する方法の２通





















活動分野 性別 年齢別 全数 
男性 女性 NA 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80 歳
以上 
NA 
G1市政関係者 230 40 1 6 10 97 129 27 2 0 0 271 
G2自治会町内会 277 52 5 3 7 15 32 122 144 11 0 334 
G3行政公共組織 103 31 1 2 6 47 45 22 10 3 0 135 
G4市民団体 74 43 1 1 2 10 18 41 43 2 1 118 
G5経済労働団体 37 5 0 1 1 4 16 15 5 0 0 42 
G6その他一般市民 32 19 2 1 7 13 11 13 8 0 0 53 
計 753 190 10 14 33 186 251 240 212 16 1 953 
実人数 733 191 18 13 34 191 253 236 193 13 9 942 
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1 摂南大学地域総合研究所『北河内総合研究１ 地域リーダー・アンケート（市民社
会活性度調査）調査報告書』2015年５月がその報告書である。 
2 本稿と並行して公表される「地域市民社会とソーシャル・キャピタル」八木著『国
境を越える市民社会・地域に根ざす市民社会』（桜井書店、2017年）では、この問題
に対して地域リーダー層の組織および活動も含めた考察をおこなっている。 
3 この調査は自分が居住ないし勤務している市の範囲を超えた「北河内」という地域
についての認知度およびイメージを探ることも目的にしていたので、ほとんどの設問
で、自市についてと北河内全体について 2通り回答してもらっているが、本稿では自
市についての回答だけをとりあげる。 
4 摂南大学経営学部の山本圭三准教授から 2016年９月８日に提供された多変量解析
の結果。本稿での利用について、同准教授に感謝します。 
5 通勤者が多く居住する北河内地域は、門真市を除いては所得が生産価値を上回る所
得流入地域である（まちひとしごと創生本部が提供する RESAS(地域経済分析システ
ム)参照）。 
6 当初は「労働団体」も含んで想定していたが、実際の配布・回収は事業関連団体の
役員に限られた結果となった。 
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